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日
本
人
は
自
己
否
定
の
民
族
で
あ
る
。
熟
慮
と
明
哲
を
餓
い
た

無
批
判
に
よ
る
目
己
破
度
的
民
族
で
あ
る
。
そ
れ
が
冷
静
な
反
省

に
闘
っ
た
時
、
白
己
〇
帳
畢
妄
動
を
悔
恨
す
る
こ
と
が
往
々
に
し

て
あ
る
。
明
治
絋
詞
0
倍
文
物
破
棄
特
に
巖
佛
棄
繹
が
其
顕
著
な

例
で
あ
る
3

太
平
忙
載
齊
ら
悲
関
は
日
本
民
族
に
不
幸
な
虚
無
状

態
を
胄
し
た
こ
と
は
冷
殿
な
事
質
で
あ
る
。
併
し
そ
れ
に
よ
っ
て

自
己
の
有
す
る
能
力
、
民
族
的
特
質
、
他
統
的
追
産
ま
で
が
す
べ

て
無
債
値
で
あ
る
か
の
如
き
錯
党
に
陥
っ
た
の
は
悲
し
む
べ
き
現

質
で
あ
る
。
古
来
翌
外
的
紛
手
に
よ
っ
て
苦
杯
を
嘗
め
た
民
族
は

多
く
を
蚊
へ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
一
時
的
政
治
軍
事
の
失
策
で
あ

つ
て
民
族
の
保
有
す
る
叡
押
や
文
化
活
動
の
足
跡
が
消
え
去
る
も

の
で
は
な
い
。
一
時
0
失
政
に
依
つ
て
敗
千
年
来
の
文
化
が
一
朝

に
し
て
消
滅
す
る
と
考
へ
る
淡
翡
た
謬
見
程
恐
る
べ
き
も
の
は
な

い
。
日
本
は
昭
和
廿
年
八
月
十
五
日
を
境
と
し
て
斯
か
る
悲
し
む

ベ

0

し
か
け
た
の
で
は
な
い
か
。
か
か

ー
古
典
的
儀
帽
歌
の
超
階
級
意
識
ー
_
ー

加

代

樗

が

代

啓

蒙

る
自
炭
作
用
は
随
虞
に
見
受
け
ら
れ
る
。

停
戦
後
新
憲
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
天
皇
は
日
本
園
の
象
徴
で
は

あ
る
が
主
樅
が
園
民
に
在
る
か
ら
、
天
皇
制
時
代
の
図
歌
で
あ
っ

た
「
君
が
代
」
は
天
皇
の
御
代
を
怠
味
す
る
が
故
に
民
主
的
で
な

く
、
且
新
時
代
に
相
應
し
く
な
い
と
い
ふ
議
論
が
捲
頭
し
、
其
改

康
を
一
部
の
人
々
が
提
唱
し
て
居
り
、
新
聞
の
論
説
や
投
書
欄
や

特
輯
欄
で
は
之
を
廻
つ
て
賛
否
雨
論
が
交
さ
れ
て
ゐ
る
。
一
方
文

部
省
で
は
昭
和
州
三
年
夏
に
通
逹
を
以
て
學
習
指
噂
要
領
中
に

「
君
が
代
」
の
歌
を
小
學
一
年
か
ら
の
教
科
に
加
へ
る
こ
と
を
指

示
し
た
。
更
に
反
封
を
唱
へ
る
批
難
者
逹
は
、
曲
其
物
の
テ
ン
ボ

が
中
世
的
且
緩
漫
な
雅
架
調
の
旋
律
で
、
時
代
感
覺
に
合
致
し
な

い
と
い
ふ
理
由
と
、
更
に
小
石
が
巖
に
成
長
す
る
の
は
非
科
學
的

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
改
康
の
必
要
を
認
め
る
と
い
ふ
の
で
あ

る
。
し
か
し
私
見
を
以
て
す
る
と
先
づ
第
一
項
の
非
民
主
的
と
い

ふ
批
難
は
「
君
が
代
」
の
闘
語
的
解
繹
を
深
く
掘
り
下
げ
た
場
舎
、

ニ2
口

代

湘

園

/‘ 
ノ＼



0
出
典

』
と
八
代
集
中
の

さ
れ
た
百
舟
七
種
の
歌
合
で
、
そ
0
中

か

ら

抄

出

し

た

が

代
」
と
「
わ
が
君
」

0
語
が
如
何
な
る
地
位
0
人
か
ら
如
何
な
る

名
宛
人
に
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
を
調
査
し
て
整
理
し
た
。
同
じ
詠

藻
で
も
勅
撰
集
と
歌
合
と
は
作
者
名
を
異
に
す
る
易
合
が
あ
る
。

(
2
)
 

一
覧
表
の
充
所
主
盟
と
は
古
文
直
口
學
で
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る
術
語
で
、

名
宛
人
の
謂
で
あ
る
。
充
所
地
位
は
其
宛
名
人
即
ち
歌
の
受
取
人

の
地
位
階
級
を
示
し
、
築
作
者
と
は
呼
掛
け
る
側
の
人
即
ち
歌

る
人
を
ボ
し
、
、
次
合
と
は
出
典
の
味
で
あ
る
。
有

に
あ
ま
り
名
〇

今
几

ふ令

“i 
I4x 
I¼ 

ft 
にi

し
て
ゐ
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。

を
非
民
主
的
で
あ
る
と
し
て
排
撃
す
る
人
々
は
、
此
語
の

義
を
追
及
も
せ
ず
、
徒
ら
に
無
知
誤
膵
か
ら
殺
し
て
ゐ
る
様
で
あ

る
。
「
君
が
代
」
に
は
椋
題
に
も
採
用
し
た
如
く
、
階
級
的
邸
識

や
上
下
の
差
別
は
奄
も
存
在
し
麻
い
。
別
表
出
典
一
覧
表
を
参
照

す
れ
ば
判
然
と
す
る
が
、
「
君
が
代
」
と
い
ふ
言
葉
程
便
利
で
普

遍
的
で
の
あ
る
人
間
相
互
間
の
呼
掛
け
語
は
な
い
で
あ
ら

ぷ
ノ

し
た
こ
と
が
な
く
、

こf, 

、
)
‘

る
力
q

と

し
ふ
A

九

つで
は
な
く

原
紐
平
と

な
け
れ
ば

か
ら
う
。

で
探
り

雄
拇
る↓‘
合 し

太
政
大
臣
、

大
臣
、
刑
部
叩

A

も
芝
n

丞 な し



あ
る
が
、
後
冷
泉
天
皇
が
皇
后
藤
原
寛
子
に
「
君
が
代
」
と
呼
び

が
け
給
う
た
御
製
が
あ
る
3

内
親
王
に
仕
へ
た
侍
女
逹
ぶ
、
内
親

王
に
向
つ
て
「
君
が
代
」
と
申
上
げ
る
の
は
も
と
よ
り
多
い
。
東

宮
や
親
王
に
向
つ
て
も
弾
正
忠
や
椛
中
納
言
か
ら
「
君
が
代
」
と

申
す
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
東
宮
に
向
つ
て
其
妃
或
は
御
母
の
女

帝
か
ら
「
君
が
よ
」
と
披
言
さ
れ
る
。
其
最
も
有
名
な
一
例
は

『
萬
業
集
』
に
あ
る
。

ナ
カ
ッ
ス
メ
ラ
ミ

n
ト

中
皇
命
往
手
紀
温
泉
之
時
御
歌

キ

ミ

ガ

コ

モ

シ

ル

ャ

イ

＾

シ

ロ

グ

サ

ヲ

イ

ザ

ム

ス

ビ

テ

ナ

君
之
倣
母
我
代
毛
所
知
哉
磐
代
乃
岡
之
草
根
乎
去
来
結
手
名

カ
ヤ

巻
―

1
0

此
歌
は
齊
明
天
皇
の
御
字
に
標
出
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、

喜
田
貞
吉
博
士
は
中
皇
命
は
天
智
天
皇
の
皇
后
に
な
ら
れ
た
倭
姫

(
4
)
 

女
王
で
あ
ら
う
と
い
ふ
説
を
提
唱
さ
れ
た
が
、
此
歌
の
左
註
に
は

『
類
緊
歌
林
』
を
引
用
し
て
齊
明
天
皇
の
御
製
で
あ
る
と
の
一
説

を
掲
げ
て
あ
る
の
で
最
近
で
は
澤
潟
久
孝
博
士
は
齊
明
天
皇
説
を

(
5
)
 

主
張
さ
れ
て
ゐ
る
。
し
か
し
一
方
孝
徳
天
皇
の
間
人
皇
后
を
充
て

(
6
)
 

る
説
も
古
来
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
て
『
萬
葉
集
』
の
本
文
を
尊
重
す
る

か
、
山
上
憶
良
の
『
類
緊
歌
林
』
を
基
礎
と
す
る
か
に
よ
っ
て
作

者
の
想
定
も
自
ら
異
つ
て
束
る
が
『
日
本
書
紀
』
の
場
合
の
如
く

本
文
を
優
先
的
に
認
め
る
か
「
一
書
曰
」
に
比
重
を
置
く
か
は
、

文
猷
取
扱
者
の
主
観
に
係
つ
て
ゐ
る
。
此
場
合
の
「
君
が
倣
」
は

中
大
兄
皇
子
を
胴
輻
し
た
で
あ
る
か
ら
「
君
が
歯
」
は
「
あ

君

が

代

啓

な
た
の
」
と
い
ふ
意
味
に
解
す
る
の
が
妥
嘗
で
は
あ
る
ま
い

か
。
作
者
が
倭
姫
女
王
で
あ
ら
う
と
、
齊
明
天
皇
で
あ
ら
う
と
、

中
大
兄
皇
子
に
向
つ
て
詠
み
給
う
た
事
に
は
菱
り
は
な
い
。
此
用

語
例
は
此
際
天
皇
を
い
ふ
の
で
は
な
い
。
皇
太
子
で
あ
る
か
ら
皇

太
子
に
封
し
て
、
天
皇
の
御
代
と
い
ふ
様
な
呼
び
か
け
は
絶
封
に

あ
り
得
な
い
の
で
、
年
齢
の
意
味
が
前
線
に
押
出
さ
れ
て
来
る
。

「
我
が
代
」
も
「
生
」
「
世
」
「
齢
」
の
同
義
語
で
、
勿
論
自
己

の
壽
命
を
指
し
て
居
ら
れ
る
。
殊
に
日
本
の
上
代
に
は
、
巖
に
託

し
て
長
壽
を
祈
る
民
間
信
仰
、
民
俗
的
風
習
が
あ
っ
た
。
此
歌
も

其
一
例
で
あ
る
が
、
雨
者
の
壽
命
を
支
配
す
る
巖
と
い
ふ
文
字
を

有
す
る
岩
代
の
地
と
い
ふ
序
を
用
ゐ
て
あ
る
の
で
、
草
根
を
結
ぶ

•(7) 

の
は
旅
行
の
安
全
を
祈
る
た
め
で
あ
る
。
「
君
が
よ
」
の
用
語
例

と
し
て
は
時
代
的
に
最
も
濶
る
も
の
で
あ
る
。
巻
三
の
有
馬
皇
子

の
結
松
の
歌
も
自
己
の
幸
祠
を
祈
っ
た
民
俗
信
仰
の
―
つ
の
風
習

で
あ
る
。

次
に
太
政
大
臣
に
野
し
て
「
君
が
よ
」
の
言
葉
を
使
っ
て
長
壽
、

長
生
を
熱
輯
し
た
も
の
も
非
常
に
多
く
、
作
者
は
地
方
長
官
、
弾

正
忠
、
憎
侶
、
中
納
言
、
右
大
将
、
大
蔵
卿
、
或
は
女
房
逹
を
網

羅
し
て
ゐ
る
。
更
に
下
つ
て
は
地
方
長
官
か
ら
左
近
中
将
、
櫂
大

納
言
、
中
宮
大
夫
に
宛
て
た
も
の
、
木
工
頭
か
ら
中
納
言
、
内
蔵

(
8
)
 

頭
に
宛
て
た
も
の
或
は
先
輩
か
ら
後
輩
に
呼
か
け
た
も
の
、
殊
に

か
ら
僧
正
に
向
つ
て
し
給
う
た
も
の
な
ど
何
れ
も
「
君

七
0



が

代

啓 御
心
の

御
心
の

御
心
の

御
心
の

御
[
:
三
墜
め
‘
な
り

御
富
の
除
り
な
り

此
様
に
多
く
の
畳
語
を
並
べ
て
日
出
度
づ
く
め
0

へ

て

歌

っ

た

の

で

あ

る

が

、

の

庁

に

此此此此
家家家家
長長長長
のののののの つ

る

柱
は
う
つ
は
り

取
り
翠
ぐ
る
棟
梁
は

取
り
闘
け
る

取
り
置
け
る

取
り
結
へ
る

取
り
昨
け
る

つ
る

と め

た
る
こ

の
が
偲
誦
歌
で
あ
る
。

し

こ
ォキー
て
の

つら
れ
る
こ
と
に
左
る
。
謂
ん

や
甚
か
ら
夫
へ
、
或
は
朋
友
相
互
間
の
附
答
歌
な
ど
絃
に
歌
語

「
君
が
代
」
の
視
野
は
急
に
廣
濶
と
し
て
展
開
し
て
来
る
。

上

代

に

ふ

の

が

あ

っ

た

。

所

訓

家

災

．

の

う
た
げ

で

あ

る

。

い

家

作

り

を

胴

輻

し

て

宜

0
席

で

卯

肌

の

つ

て

附

る

の

は

、

上

代

人

0
飢

は

し

で

あ

歌

ふ

こ

と

も

あ

っ

た

Q

造

り

の

細

て

、

で

あ

る

。

の

屯

と
の
づ
く
り
せ
り

し
た
も
の
で
あ
る
。
薮

る
な
ら
ば
、
の
會
に
招
か
れ
た
と
恨
定
す

庭
園
0
木
石
の
買
や
苔
の
緑
、
泉
水
其
他
の

た
た
ず
ま
ひ
、
室
〇
建
築
美
や
床
の
掛
物
の
文
化
史
的
債
値
、

茶
描
の
時
代
性
を
讃
美
し
、
主
人
の
家
の
現
在
と
常
来
0
餡
榮
を

祝
面
す
る
0
が
儀
羹
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
平
安
朝
時
代
の
歌

合
や
香
合
、
恨
合
、
只
合
其
他
0
他
に
参
列
し
て
も
先
づ
説
言
と

し
て
、
主
人
を
災
め
芯
~
詞
を
呈
す
る
の
は
、
人
愉
の
自
然
0
狡
露

で
あ
り
、
平
安
岨
時
代
の
語
歌
合
に
於
て
は
特
に
此
種
の
儀
義
的

た
歌
が
歌
人
逹
か
ら
主
催
者
側
に
星
上
さ
れ
た
の
は
顕
著
な
事
宜

う
じ

で
あ
る
。
そ
れ
が
謀
原
氏
の
邸
宅
で
催
さ
れ
た
場
合
、
氏
に
最
も

か
さ

間
係
の
深
い
春
日
山
や
天
兒
屋
根
命
や
御
爺
山
や
大
原
野
帥
祉
其

他
謀
原
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
山
、
川
、
社
を
臀
陥
に
川
う
る
の
が

蚊
も
揺
切
で
あ
る
。
こ
れ
が
内
裏
0
歌
合
に
な
る
と
、
趣
は
麦
つ

て
来
て
、
皇
室
ゆ
か
り
0
五
十
鈴
川
卯
ち
み
も
す
そ
川
な
ど
を
景

物
と
し
て
「
村
が
代
」
に
閥
へ
て
詠
進
す
る
0
が
ふ
さ
は
し
い
の

で
あ
る
。
か
く
考
察
し
て
来
る
と
、
此
「
村
が
代
」
と
い
ふ
歌
語

は
上
下
お
し
な
べ
て
相
手
を
限
定
せ
ず
、
い
と
も
自
由
に
、
い
と

も

炭

汎

に

、

い

に

何

等

0
階
級
的
な
隈
肘
を
蒙
る

ぷ
よ
」
と
詠
ん
で
あ
る
0
を
見
る
と
、

も

の

と

ば

か

り

の

一

こ
0
と
の
は
う
べ

し
て

ぬ
〇
左
り
一
酋
を
見
出
す
）

七

0
み
つ
巣
よ
っ

こ



3
 
2
 
ー

~
い
つ
ャ
日
7
こ
」
1
S

・
只"
)
-
1
，
こ
、

r
-
ミ

F
l
t
S
.
i
i
l

代
つ
敗
と
り

歌

r" を"

こ
と
な
く
、
地
位
を
顧
應
す
る
こ
と
な
く
使
用
さ
れ
た
歌
語
で
あ

る
こ
と
が
判
明
す
る
。
現
在
の
反
酎
説
は
「
君
が
代
」
が
恰
も
天

皇
に
の
み
限
定
さ
れ
て
ゐ
る
古
典
語
で
あ
る
か
の
如
き
錯
覺
を
持

つ
て
ゐ
る
た
め
に
生
じ
た
一
時
的
現
象
で
あ
る
。
朋
友
相
互
間
に

自
由
に
使
っ
て
来
た
此
語
の
歴
史
性
と
古
典
性
は
倣
存
し
て
ゐ
て

彿
拭
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
國
民
が
天
皇
を
も
交
へ
て
相

互
の
長
壽
と
幸
面
を
熱
認
す
る
こ
と
は
、
最
も
民
主
的
で
あ
っ
て
、

大
衆
の
集
合
場
所
で
齊
唱
す
る
に
は
是
程
使
利
で
融
通
性
の
あ
る

歌
は
世
界
中
何
慮
に
も
な
い
。
誰
に
で
も
地
位
の
高
下
を
間
は
ず

通
用
す
る
か
ら
で
あ
る
f

し
か
も
語
調
其
物
に
氣
品
が
あ
っ
て
証

で
あ
る
。

註
記
地
位
確
定
に
駆
使
し
た
文
獣
は
『
尊
卑
分
脈
'
]
で
公
馴
柿
任
」

『
群
書
姐
従
』
『
大
日
本
人
名
孵
害
』
一
一
訊
史
舶
製
』
二
國
史
大
慇

典
]
『
大
僻
典
]

:

3

日
本
史
小
僻
典
』
『
系
閻
綜
唸
』
『
大
百
科
ボ

典
』
『
古
事
類
苑
」
『
史
料
大
成
」
『
最
新
日
本
歴
史
年
表
」
『
大

日
本
史
』
其
他
で
あ
る
が
、
尚
誤
な
き
を
保
し
難
い
。

註
1

『
第
輯
類
漿
歌
合
と
そ
の
研
究
』
堀
部
正
二
氏

歌
語
「
君
が
代
」
出
典
一
覧
表

君

が

代

啓

昭
和
廿
年
二
月
刊

2

『
日
本
の
古
文
古
」
相
田
二
郎
氏

年
十
二
月
刊

3

]

丑
い
が
代
の
概
史
」
山
田
孝
雄
拇
士

年
一
月
刊

4

二
晶
葉
學
諭
箕
」
佐
佐
木
炉
網
拇
士
糾
所
収
喜

m貞
吉
栂

士
「
中
天
皇
芍
」
明
治
喜
院
昭
和
六
年
三
月
刊

5

『
萬
莫
歌
人
の
誕
生
]
澤
氾
久
孝
博
士
平
凡
祉
昭
和
冊

一
年
十
二
月
刊
。
二
萬
葉
集
注
秤
」
往
一
同
中
央
公
命
祉

昭
和
冊
二
年
十
．
一
月
刊

6

一
萬
葉
恥
の
綜
合
研
完
」
第
一
輯
所
収
裔
木
市
之
助
拇
士

分
柏
、
口
怠
。
改
辿
祉
昭
和
十
年
―
―
一
月
刊

7

口
悶
晶
と
閻
文
學
」
昭
和
骨
三
年
四
月
披
縣
本
治
吉
怖
士

汀

ば

愕

氾

久

孝

著
i

萬
棠
梨
注
肝
」
翌
」
第
一
ご
町
口
い
夫

全
集
L
]

第
九
な
所
収
「
萬
葉
集
と
昆
俗
墨
」
中
央
公
占
祉
昭

和
冊
年
十
二
月
刊
。
最
が
生
命
を
支
配
す
る
心
は
森
本
拇
．
士
、

鴻
批
硲
廣
氏
の
全
秤
、
在
田
空
徳
氏
の
評
膵
が
あ
る
0

8

四
尉
か
ら
元
胆
年
齢
に
＂
＇
そ
し
た
少
年
の
応
原
誠
い
に

美

術

杏

院

歌

、

一

賃

表

参

沼

。

鎌
倉
時
代
初
期
迄
。
萬
葉
集
、
八
代
集
、
訊
緊
歌
合
に
よ
る
。

七

賓
文
伯

岩
波
書
店

っ
た

昭
和
冊

昭
和
廿
四
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郁
芳
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恨
合
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迂
の
し
る
し
芯
る
ら
む

蔚
も
ふ
紳
凰
や
み
も
す
そ
河
の
す
ま
む
阪
り
は

；

妥

ら
ふ
れ
ば
ね
の
日
す
る
ま
つ
の
ち
と
迂
も
か
ず
な

•• 

打
が
代
は
久
し
か
る
ぺ
し
わ
た
ら
ひ
や
判
の
川
の
流
れ
紹
せ
で

9

9

,

t

.

,

 

.

.
 

,
 

打
が
代
の
千
と
せ
の
蚊
も
か
く
，
訊
衣
く
く
も
ら
ぬ
空
の
光
に
そ
見
る

9

9

9

,

．§’ 

身
に
か
へ
て
花
も
を
し
ま
じ
け
が
代
に
見
る
べ
き
春
の
鼠
左
け
れ
ば

9

9

i

,

9

,

i

,

'

 

•
;
，
＇
，
；

•
9
,
r

、
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打
が
批
に
あ
へ
る
は
＇
晶
も
う
汎
し
き
を
花
は
色
に
も
出
に
け
る
か
な

9

●
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 ．．． 

•• 

，
9

9

9

,

t

9
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打
が
代
の
敗
に
は
し
か
じ
限
り
な
き
千
さ
か
の
油
の
ま
さ
ご
な
り
と
も

、

'

,

9

,

9

9

9

,
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,
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9
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,
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9
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釦
ふ
れ
ど
さ
か
え
こ
そ
ま
せ
社
が
批
に
あ
ふ
坂
山
の
せ
き
の
す
ぎ
村

§

●

'

，

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

 

も
し
ほ
草
か
く
と
も
つ
ぎ
じ
け
が
代
の
数
に
よ
み
お
く
わ
か
の
油
浪

因
さ
へ
た
な
び
く
腎
べ
の
松
な
れ
ば
空
に
そ
叶
い
が
千
代
は
し
ら
る
A

、
び
か
か
へ
し
つ
つ
柏
し
き
こ
と

る
ば
る
と
こ
す
白
浪
の
か
ず
も
し
ら
れ
ず

1
:
入

t
ょ
花
さ
く
千
度
み
る
ま
で

）
つ
き
せ
ず
見
ゆ
る
召
が

の
秋
を
言

mぺ
し
と
は

や
よ
ど
の
あ
や
め
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ー
ま
つ
と
み
づ
と
は
を
の
づ
か
ら
ち
よ
を
す
む
べ
き
ち
ぎ
り

り

:;

,9a~99,; 

君
が
代
は
千
代
に
一
た
び
ゐ
る
巖
の
し
ら
雲
か
か
る
山
と
な
る
ま
で

君
が
世
は
か
ぎ
り
も
あ
ら
じ
は
ま
椿
二
た
び
色
は
あ
ら
た
ま
る
と
も

’~9,

…

,9,9~~ii, 

君
が
代
に
あ
ふ
べ
き
春
の
お
ほ
け
れ
ば
散
る
と
も
櫻
あ
く
ま
で
ぞ
見
む

よ

か

ず

も

君
が
代
は
白
裳
か
か
る
筑
波
根
の
み
ね
の
つ
づ
き
の
海
と
な
る
ま
で

萬

葉

集

汀
が
巌
も
わ
が
代
も
し
る
や
岩
代
の
岡
の
草
根
を
い
ざ
結
て
な

が

代

f欠
に1

七
四
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七
五

よ
の
た
め
し
に
ひ
か
む
か
す
か
の
は
い
し
の
た
け
に
も
花
さ
き

11,9,

;>;

9~9,~99 

る
み
ど
り
の
松
の
お
ひ
か
,''，＜ 

と
し
ら

し
ひ
さ
し
か

t,99.:3,'~:‘ 

て
け
り
み
か
さ
の
山
の
帥
の
こ
こ
ろ

/

＜

:

:

 

ふ
た
ば
の
松
の
か
み
さ
む
る
ま
で

の

い

の

山

と

な

り

は

つ

な

;

9

9

;

 

§

§

 

め
し
に
ひ
け
ば
ね
の
ひ
す
る
ま
つ
の
ち
と
せ
も
あ
か
ず
ぞ

つ
よ

i
'

ヽ
．
，

な
か
へ
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未
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未！未、未
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未

詳

詳

親

王
＜
 
夫 夫 夫

未

詳

未

詳

未
妥

・

未

詳

は
ば
松
山
の
松
の
葉
数
は
す
く
な
か
り
け
り

）
も
長
ら
へ
て
君
が
八
千
代
に
あ
ふ
よ
し
も
か

<
t
~

↓
:
；
；
く
く
~
~
妥

9
:
<
i
~
v
~

•• 

::':

~tv5: 

心
が
代
を
天
照
紳
や
そ
ら
に
し
ら
る
れ

§~:'

~9;~

,

i;~~9V

•~~~; 

け
れ
君
は
千
世
ま
せ
君
は
千
世
ま
せ

9~.~trtv:9‘~•~i 

1
9
.
'

，
ン

9
9
~
9
9
,
'
~
r
;
9
9
9

花
散
ら
ふ
こ
の
向
つ
鼠
の
乎
那
の
訊
の
洲
に
つ
く
ま
で
君
が
齢
も
が
も

',1•99~i1,,1;

' 

し
さ
で
の
殿
に
す
む
千
烏
君
が
御
代
を
ば
や
ち
ょ
と
ぞ
嗚
＜

~
v
~
9
,
'

，
'
，
＇

~
9
9
9
,
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、
.
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＂A
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て
と
ど
め
お
き
て
は
思
ひ
で
に
せ
よ

9
,
~
~
9
9
~
•
~
,
.

、
,
'
~
，
~

つ
も
り
て
四
方
の
海
と
な
る
ま
で

,9999999t~99,'’’; 

松
を
ひ
さ
し
と
お
も
ひ
け
る
か
な

,~99~~ 

漬
の
ま
さ
ご
に
た
れ
か
し
き
け
む

っ
A

君
が
千
と
せ
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あ
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か
ず
に
せ

9V9V9,•99, 
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ぬ
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む

'
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代

で
あ
っ
て
、

り
り
れ
て
ゐ
る
0
で
恰
も
日
本
の
天
皇
が
闘
の

(17) 

0
0
と
捩
を
一
に
す
る
。
し

玉
讃
へ
て
ゐ
た
の
み
で
あ
っ

几
年
に
第
二
、
三
掌
は
改
作

告
救
ひ
給
へ
と
い
ふ
風
に
愛

目
年
来
其
儘
歌
ひ
紹
け
ら
れ

向
と
治
世
の
長
か
ら
ん
こ
と

り
す
れ
ば
法
的
に
は
不
適
営

別
に
不
合
理
と
も
思
は
ず
欣

腿
め
て
ゐ
な
い
所
に
英
園
民

主
と
0
親
愛
の
個
濃
や
か
な

a
r
e
y
 
(
1
6
'
~
1
7
4
-
3
)

と
い

で

あ

り

、

で

も

76 -3
 

t
1
 
4
 
[,＇ 
73 

し と

七
七

し
ー
の
い
は
ほ
と
な
り
て
こ
け

こ
）
'
 

l

t

;

＜

t
:

＇
,

;

V

9

9

9

'

く

く

'

の
山
の
み
ね
に
を
ふ
る
ま
つ
の

あ
っ
て

S
a
x
o
n
y
の
民
謡
を
編
曲
し
た
も
の
で
あ
る
。
此
曲
は
一

時
デ
ソ
マ
ー
ク
、
ス
イ
ス
、
ア
メ
リ
カ
等
の
國
歌
と
し
て
借
用
さ

(18) 

れ
た
こ
と
も
あ
る
。
左
に
第
一
章
の
大
意
を
謬
出
し
て
み
る
。

G
o
d
 s
a
v
e
 o
u
r
 g
r
a
c
i
o
u
s
 
K
i
n
g
,
 
L
o
n
g
 live 
o
u
r
 n
o
b
l
e
 

K
i
n
g
,
 
G
o
d
 s
a
v
e
 t
h
e
 
K
i
n
g
 
!
 

S
e
n
d
 h
i
m
 victorious, 

H
a
p
p
y
 a
n
d
 glorious, 
L
o
n
g
 to 
r
e
i
g
n
 
o
v
e
r
 
us, 
G
o
d
 

s
a
v
e
 t
h
e
 
K
i
n
g
 
l
 

紳
よ
我
等
の
恵
み
深
き
園
王
を
救
ひ
給
へ
、
我
等
の
崇
高
な
る

園
王
よ
、
長
壽
を
保
ち
給
へ
、
神
よ
圃
王
を
救
ひ
給
へ
、
我
等
を

長
く
し
ろ
し
め
す
た
め
に
、
勝
利
、
幸
幅
、
榮
光
あ
ら
し
め
給
へ
、

紳
よ
園
王
を
救
ひ
給
へ
。

此
第
一
章
に
は
勝
利
の
榮
冠
を
希
求
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
し
て

も
、
戦
争
的
分
子
を
含
ん
で
ゐ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か

し
日
本
の
「
君
が
代
」
に
は
か
か
る
片
影
だ
に
も
な
い
。
佛
蘭
西

園
歌
な
ど
は
戦
争
的
雰
開
氣
し
た
最
た
る
も
の
で
あ
る
に

比

べ

れ

ば

、

人

間

相

互

の

に

何

物

も

な

い

て
よ
ろ
づ っ`



が
代
」
の
歌
は
ー
｀
ー
勿
論
元
首
に
向
つ
て
歌
へ
ば
元
首
の
長
命
を

願
ふ
こ
と
を
意
味
す
る
，
1

質
に
淵
和
と
平
和
其
物
で
あ
る
。
天

皇
の
地
位
は
図
父
に
相
常
し
、
日
本
國
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
日
で
は
政
治
上
の
責
任
者
で
は
な
い
が
、
典
霞
上
の
主
宰
者
で

あ
る
。
現
に
外
胴
0
元
首
や
闊
賓
は
日
本
訪
問
の
際
天
皇
に
元
首

と
し
て
の
儀
膿
的
尊
敬
を
彿
つ
て
ゐ
る
。
之
を
個
人
の
家
に
秤
へ

る
な
ら
ば
、
一
家
の
主
人
即
ち
家
長
は
其
家
の
代
表
者
で
あ
る
か

ら
、
主
人
の
長
命
を
熱
望
す
る
こ
と
は
、
即
ち
一
家
全
臆
の
安
寧

と
幸
扁
を
祈
願
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。

さ
て
第
二
項
の
「
君
が
代
」
は
曲
と
し
て
テ
ン
ボ
が
緩
く
、
時

世
の
音
架
的
感
受
性
が
麦
化
し
つ
つ
あ
る
現
代
に
適
應
し
な
い
と

い
つ
て
貶
す
る
人
々
が
あ
る
。
此
曲
は
テ
ン
ポ
が
緩
い
が
四
分
の

四
拍
子
で
旺
菫
味
が
あ
り
、
英
國
園
歌
も
四
分
の
三
拍
子
で
早
い

方
と
は
い
へ
な
い
。
君
が
代
の
架
譜
に
は
軍
隧
の
噸
夙
の
吹
奏
曲

を
初
め
、
輻
快
な
リ
ズ
ム
の
君
が
代
行
進
曲
が
あ
る
。
敷
年
前
ァ

メ
リ
カ
か
ら
ジ
ン
フ
ォ
ニ
ー
・
オ
ブ
・
ジ
・
ニ
ア
交
響
架
圃
が
来

た
時
、
大
愛
な
人
氣
で
、
切
符
を
買
ふ
た
め
の
行
列
が
羞
々
と
し

て
綬
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
此
架
圏
が
「
君
が
代
」
の
網
曲

を
演
奏
し
た
。
其
時
賄
衆
の
う
ち
か
ら
新
聞
に
投
害
し
た
人
が
あ

つ
て
、
「
君
が
代
」
が
是
程
の
名
曲
で
あ
る
と
は
全
く
知
ら
ず

日
初
め
て
其
侃
債
を
認
識
し
て
多
大
の
感
銘
を
受
け
た

ゐ
た
。
加
味
し
て
作
血
さ
れ
た
「
君
が
代
」

君

が

代

啓

い
て

律
を
持
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
誰
で
も
首
肯
出
来
る
。
要
す
る
に
柴
曲

と
い
ふ
も
の
は
ジ
ャ
ズ
の
如
き
賢
々
し
い
テ
ン
ボ
が
必
ず
し
も
優

秀
な
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
近
代
の
喧
騒
文
化
が
生
み
出
し

た
狂
騎
曲
的
瞬
型
音
架
の
如
き
は
古
典
的
名
曲
の
前
に
は
徒
ら
に

人
間
の
誹
紐
を
焦
燥
な
ら
し
め
る
の
み
の
で
あ
っ
て
存
在
の

債
値
に
乏
し
い
。

の
批
難
即
ち
或
論
者
は
小
石
が
巖
に
生
長
す
る
の
は
非

科
學
的
で
あ
っ
て
、
不
合
理
で
あ
り
、
兒
童
の
質
間
に
あ
っ
た
ら

敦
員
は
説
明
に
困
惑
{
!

こ
れ
程
淡
菊
な
物
の
考
へ
方
は
な
い
。
「
君
が
代
」
は
あ
く
ま
で

文
學
的
創
作
で
あ
っ
て
、
科
學
的
理
論
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
一

覧
表
で
も
明
ら
か
な
如
く
、
か
か
る
空
想
的
思
索
は
上
代
人
の
常

套
手
段
で
あ
っ
て
、
他
に
い
く
ら
で
も
類
似
の
観
念
は
見
出
せ
る
。

塵
が
積
つ
て
山
と
な
っ
た
り
、
小
石
が
集
大
成
し
て
山
に
な
っ
た

り
、
樹
が
洲
に
な
っ
た
り
、
浪
が
末
の
松
山
を
越
し
た
り
、
筑
波

山
が
海
に
な
っ
た
り
す
る
こ
と
は
詩
人
の
奔
放
自
在
な
想
像
で
あ

つ
て
中
闘
に
も
愉
桑
の
変
の
熟
語
が
あ
る
通
り
地
殻
の
大
愛
動
と

は
別
に
不
可
能
を
可
能
と
す
る
―
つ
の
恨
定
で
あ
る
。
呟
に
こ
そ

文
學
と
し
て
の
興
味
罪
々
た
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
恰
も
佛

敦
哲
學
の
劫
の
観
念
や
須
淵
山
の
想
定
に
類
似
し
て
ゐ
る
。
か
か

る
洪
大
無
邊
な
推
理
を
敢
て
し
た
東
洋
人
及
我
上
代
人
の
世
界
観

は

飩

で

あ

っ

て

、

の

至

り

で

あ

る

。

『

竹

取

物

七
I¥ 



君

が

代

啓

の
赫
耶
姻
の
月
に
赴
く
話
は
月
ロ
ケ
ソ
ト
の
既
に
第
一
狡
が

宜
現
し
た
現
代
を
千
餘
年
前
に
豫
言
し
た
如
き
感
が
す
る
。
小
學

校
の
教
員
は
「
君
が
代
」
の
非
科
學
性
に
就
て
生
徒
か
ら
質
間
を

受
け
て
も
何
等
躊
踪
す
る
こ
と
な
く
、
桃
か
ら
人
間
桃
太
郎
が
誕

生
し
た
蛮
話
を
引
用
し
、
浦
島
太
郎
が
組
に
乗
っ
て
龍
宮
に
赴
い

た
後
、
玉
手
箱
の
煙
り
で
急
に
白
髪
の
老
人
に
な
っ
た
こ
と
を
例

證
す
れ
ば
よ
い
。
現
代
は
オ
バ
ー
リ
ソ
の
生
命
の
創
造
や
バ
チ
ス

カ
ー
フ
潜
悔
の
時
代
で
あ
る
。
リ
ッ
プ
・
バ
ソ
・
ウ
ィ
ソ
ク
ル
は

ア
メ
リ
カ
阪
泊
島
子
物
語
で
あ
り
、
桃
の
虚
い
が
邪
鬼
を
彿
ふ
こ
と

は
鬼
ヶ
島
征
伐
の
晶
た
る
東
洋
的
古
代
思
想
で
あ
る
。
一
寸
法
師

は
ガ
リ
バ
ー
の
小
人
國
の
類
型
で
あ
り
舌
切
雀
か
ら
老
爺
が
葛
籠

を
貰
っ
た
り
、
花
咲
爺
や
か
ち
か
ち
山
や
猿
蟹
合
戦
が
果
し
て
今

日
の
科
學
的
批
判
に
堪
へ
得
る
か
否
か
な
ど
は
文
學
の
抵
界
に
於

て
は
不
必
要
な
憂
應
で
あ
る
。
ア
ソ
デ
ル
セ
ン
の
童
話
や
グ
リ
ム

の
平
阜
話
は
、
中
園
は
た
日
本
の
お
伽
噺
や
説
話
、
他
説
に
於
け
る

と
同
じ
く
、
空
想
的
要
素
が
大
部
分
を
占
め
て
ゐ
る
。
孫
悟
空
な

ど
は
も
と
よ
り
、
今
昔
物
語
、
雨
月
物
語
、
八
犬
他
は
其
顕
著
な

例
で
あ
る
が
、
之
を
し
も
非
科
學
的
と
い
つ
て
謡
か
批
雖
す
る
も

の
が
あ
る
て
あ
ら
う
か
。
剖
作
文
學
の
面
白
味
は
突
飛
な
閃
吃
や

奇
想
天
外
な
着
想
に
繋
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

再
び
「
君
が
代
」
の
歌
詞
に
戻
つ
て
之
が
現
形
に
固
定
し
た
の

の

初

期

、

恙

銀

和

尚

の

あ

た

り

で

あ

ら

で
に

七
九

ニニ八
二
五
九

二
七

(19) 

う
か
。
此
歌
は
霊
勘
＂
梨
集
』
か
ら
時
代
に
至
る
辿
汲

期
に
世
間
で
偲
訓
せ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
て
恐
ら
く
本
屈
宜

長
が
『
古
今
集
辿
鯰
』
に
い
ふ
如
く
一
女
性
が
夫
の
長
壽
を
胴
面

祈
願
す
る
た
め
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
其
故
に
『
元
永
本

古
今
集
』
に
は
「
祈
」
と
題
し
て
あ
る
所
以
も
胄
定
出
来
る
。
定

家
校
訂
の
貞
應
本
、
嘉
緑
本
に
は

わ
が
き
み
は
千
代
に
や
ち
ょ
に
さ
ざ
れ
石
0
い
は
ほ
と
た
り

て
こ
け
の
む
す
ま
で

の
本
文
を
有
す
る
が
元
加
盆
唸
訓
歌
で
あ
る
か
ら
種
々
の
異
他
異
梱

が
あ
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
寓
本
と
し
て
は
一
肘
時
代
の

淋
る
他
腺
原
行
成
筆
倭
狡
朗
詠
集
或
は
時
代
は
新
し
く
と
も
古
腔

の
本
文
を
有
す
る
偲
雅
続
筆
今
城
切
に
原
歌
を
求
め
た
い
。
そ
の

本
文
は
多
分
原
形
と
し
て
左
の
通
り
偲
来
し
た
の
で
あ
ら
う
。

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

わ
が
き
み
は
千
代
に
ま
し
ま
せ
さ
ざ
れ
い
し
の
い
は
ほ
と
な

0

0

 

0

0

0

0

0

 

り
て
こ
け
（
の
）
む
す
ま
で
に

何
故
第
五
句
を
「
こ
け
む
す
ま
で
に
」
と
し
た
本
文
を
わ
ざ
わ
ざ

最
古
と
闊
定
し
た
か
と
い
へ
ば
、
こ
れ
に
は
先
業
が
あ
る
の
で
あ

る
。
『
萬
＂
嬰
芦
集
＝
に
は
い
づ
れ
も
此
煩
似
句
は
右

0

に
な
っ

て
ゐ
る
。
其
例
と
し
て
は

ま
つ

小
松
が



ひ
す
ぎ
め
や
こ
け
む
す
ま
で
に
巻
十
三
三
ニ
ニ
八

こ

け

む

す

ま

で

に

巻

十

三

三

ニ

ニ

七

を
翠
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
巖
の
場
合
も
か
か
る
詞
句
が
原
初
形

態
で
あ
ら
う
3

そ
れ
で
「
わ
が
き
み
は
」
の
歌
を
最
古
の
形
か
ら

(20) 

順
次
新
し
い
形
に
焚
造
し
て
行
っ
た
跡
を
辿
つ
て
み
よ
う
。
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ま
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古
今
ズ
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ざ
れ
い
し
の
い
は
ほ
と
な
り
て
こ
佐
理
咽
飯
切
、

け
の
む
す
ま
で
こ
け
と
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元
永
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壬
生
忠
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わ
が
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み
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代
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八
千
代
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さ
励
阿
噌
ふ
庫
本
、
新
捌
和
歌
、
謀

原
定
家
喰
嘉
腺
本
、
他
籐
原
行
成

ざ
れ
い
し
の
い
は
ほ
と
な
り
て
こ

一
寮
倭
漢
姐
詠
集
一
本

け
の
む
す
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で
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9

き
み
が
よ
は
千
代
こ
八
千
代
に
さ
一
拾
玉
集
、
白
箇
帖
、
古
梓
堂
本

ざ
れ
い
し
の
い
は
[5
と
な
り
て
こ

け
の
む
す
ま
で

r,','

!

~9:'’~,'~,199,',~1, 

以
上
は
古
今
集
の
歌
の
系
統
に
厨
す
る
此
賀
歌
の
文
獣
に
見
え

る
も
の
の
羅
列
で
あ
っ
て
、
偶
々
古
今
集
に
採
録
せ
ら
れ
た
た
め

し
た
0
で

あ

、

古

今

集

以

後

の

で

も

案

外

そ

れ

蒋

が

代

啓

以
前
の
時
代
に
励
す
る
民
間
偲
誦
を
偲
へ
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ず
、

一
概
に
断
定
は
出
来
難
い
。
君
と
い
ふ
二
人
稲
は
萬
葉
時
代
に
於

て
は
男
性
を
意
味
す
る
場
合
が
黙
倒
的
に
大
多
敷
で
あ
っ
た
。
集

中
で
も
最
も
古
い
巻
と
推
定
さ
れ
る
巻
十
三
の
三
二
六
一
の
反
歌

の
左
註
に
「
今
案
ず
る
に
此
の
反
歌
に
君
に
あ
は
ず
と
い
へ
る
は

理
に
合
は
ず
。
宜
し
く
妹
に
あ
は
ず
と
い
ひ
つ
べ
し
」
と
断
つ
て

あ
る
の
は
長
歌
が
男
性
か
ら
女
性
へ
充
て
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で

「
君
」
と
い
へ
ば
男
性
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
萬
葉
集
中
で
女
性

に
翌
し
て
「
君
」
と
呼
び
か
け
る
の
は
貴
夫
人
か
目
上
か
主
人
か

で
あ
る
。
之
を
要
す
る
に
現
行
の
「
君
が
代
」
の
歌
詞
は
鎌
倉
時

代
に
固
定
し
た
が
元
歌
の
「
わ
が
君
」
も
「
君
が
代
」
も
萬
葉
時

代
か
ら
存
在
し
た
歌
語
で
勿
論
鎌
倉
時
代
初
期
ま
で
の
使
用
例
を

検
す
る
と
、
上
下
お
し
な
べ
て
階
級
の
高
低
を
論
ぜ
ず
相
互
に
呼

掛
け
る
語
で
あ
っ
て
、
天
皇
に
限
定
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
換

言
す
れ
ば
最
も
民
主
的
且
最
も
融
通
性
の
あ
る
又
最
も
使
利
な
人

間
同
志
の
言
業
で
あ
っ
て
、
上
か
ら
下
へ
、
下
か
ら
上
へ
又
朋
友

間
、
同
僚
間
に
も
使
用
さ
れ
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
一
覧
表
で

も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
言
語
の
用
法
は
質
證
的
研
究
に
よ
っ
て
世

人
の
錯
覺
と
誤
解
を
一
掃
し
得
る
と
信
じ
敢
て
禿
筆
を
呵
し
た
。

繰
返
し
て
い
ふ
、
歌
語
「
君
が
代
」
に
は
階
級
的
意
識
は
絶
封
に

な
い
。

八つ



，
 

君

ヵ：

代

啓 前
泌
註
以
外
の

「
悶
歌
在
い
が
代
一
千
年
史
序
」
予
代
湘
園
「
染
織

[llH和
七
年
一

月
聾

10

「t
い
が
代
の
歴
史
的
考
説
」
背
代
淵
園
「
大
阪
槃
品
祈
間
，
昭
和

廿
九
年
七
月
廿
三
日

1
1
[
明
治
回
顧
軍
歌
n
n
I
I

歌
名
曲
選
〗
附
内
敬
三
氏
京
文
祉
昭
和

七
年
一
月
刊

12

日
本
古
典
文
學
大
系
「
中
枇
近
懺
歌
芯
集
』
所
敗
院
追
附
歌
頭
註

浅
野
建
二
氏
岩
波
苫
店
昭
和
冊
四
年
一
月
刊

認
「
大
百
科
堺
典
]
平
凡
祉
昭
和
七
年
五
月
刊
此
項
田
邊
尚
雄

氏
執
管

14

「
竹
柏
没
惰

．．
 
佐
佐
木
に
網
間
士
佐
佐
木
雰
子
夫
人
宜
菜
之

日
本
祉
昭
和
三
年
六
月
刊

15

一
紐
邊
毒
悶
inL"

島
津
忠
重
氏
鹿
兒
島
史
談
會
昭
和
冊
二
年

十
二
月
刊

16

「
日
本
歌
謡
の
研
究
二
棒
田
飽
太
郎
氏
肛
生
閤
昭
和
十
五
年

十
二
月
刊
。
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i
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九
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五

年
改
訂
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18

三
苔
叫
歌
曲
集
［
第
一
帷
。
研
完
祉
昭
和
十
四
年
十
月
刊

19

山
田
孝
雄
拇
士
二
い
が
代
の
歴
史
』

2
0
[
倭
罰
朗
詠
集
』
「
古
今
和
歌
集
』
は
諸
本
が
系
統
を
異
に
し
多

前
の
複
製
本
が
出
阪
さ
れ
て
屈
り
、
平
凡
祉
及
河
出
芥
房
新
就
の

「
内
追
全
佑
竺
に
も
斯
片
が
見
え
、
久
碕
い
神
外
氏
の
『
古
今
和
歌
集

綜
宣
〕
も
使
利
で
あ
る
。

21

官
戟
昭
和
冊
―
―
一
年
六
月
廿
一
日
第
九
四
四
七
披
附
鈴
費
料

一
四

0
挑

イ

ギ

リ

ス

抄

鈴

外

務

省

「
政
治
」
「
打
主
」

立
憲
打
主
闊
。
女
王
は
英
連
邦
の
首
長
。
女
王
は
國
家
の
人
格
化
さ

れ
た
も
の
。
イ
ギ
リ
ス
の
最
裔
植
威
。
立
法
府
の
中
桐
司
法
行
政
府

の
長
。
イ
ギ
リ
ス
敦
會
の
批
俗
的
首
長
。
國
際
刷
係
に
於
け
る
國
民

の
唯
一
の
代
表
者
。
今
ま
で
に
打
主
大
椛
に
多
く
の
制
限
が
加
え
ら

れ
王
は
大
臣
の
助
言
に
悲
い
て
の
み
行
為
す
る
。
王
は
店
臨
す
れ
ど

統
治
は
し
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
は
王
の
名
に
よ
り
王
の
政
府
に
よ
っ
て

統
治
さ
れ
て
い
る
。
議
會
の
召
集
、
解
散
、
開
會
演
説
、
法
案
に
関
す

る
勅
謹
な
ど
王
の
干
典
を
必
嬰
と
す
る
。
正
義
の
源
泉
と
し
て
裁
判

は
王
冠
か
ら
授
し
、
名
春
の
源
泉
と
し
て
榮
典
を
授
輿
す
る
。
以
上

の

の

衣

に

任

ず

る

。

國

家

の

は



國
家
の
象
徴
と
し
て
軍
要
な
役
割
を
演
じ
、
外
國
訪
間
に
よ
る
親
善

閥
係
の
壻
大
に
大
き
な
役
割
を
果
し
て
ゐ
る
。
王
室
と
図
民
の
結
び

つ
き
は
強
く
闘
民
の
王
室
に
賢
す
る
敬
愛
の
念
は
浪
い
も
の
が
あ
る
。

議
會
最
蒻
立
法
槻
賜
は
議
會
の
王
郎
ち
王
と
上
下
雨
院
の
一
盟
と
な
っ
た

も
の
で
附
院
は
ウ
ニ
ス
ト
ミ
ン
ス
ク
ー
に
所
在
す
る
。
議
會
政
治
は

早
く
か
ら
疲
逹
し
イ
ギ
リ
ス
に
範
を
と
つ
て
い
る
閻
も
多
い
。
二
院

制
は
十
四
世
紀
に
確
立
さ
れ
十
五
世
紀
に
衰
逹
し
た
が
、
十
六
枇
紀

に
は
有
力
な
國
王
の
輩
出
で
閻
會
の
勢
力
は
堕
ち
、
費
族
は
閥
王
の

君

が

代

啓

蒙

専
制
に
按
助
を
典
へ
た
。
十
七
世
紀
に
は
王
と
議
會
と
の
血
脱
い
闘

争
が
展
開
さ
れ
王
を
慮
刑
し
て
一
時
共
和
制
（
ク
ロ
ム
ウ
ニ
ル
革
命
）

と
な
っ
た
が
ま
も
な
く
王
制
に
復
し
た
。
し
か
し
以
後
も
依
然
争
い

は
止
ま
ず
、
議
會
は
ハ
ノ
ー
バ
ー
か
ら
ウ
イ
リ
ア
ム
公
を
迎
へ
て
一

六
八
八
年
名
誉
革
命
が
生
れ
、
こ
れ
に
よ
り
完
全
に
王
柚
帥
授
論
が

破
れ
國
會
主
梱
論
が
成
立
し
、
王
は
立
法
椛
を
行
使
す
る
に
は
國
會

の
協
鍔
を
鰐
る
と
い
う
原
則
が
確
立
さ
れ
た
。
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昭
和
冊
四
年
の
日
本
図
會
の
委
員
會
で
の
質
間
に
蜀
し
天
皇
は
外

國
に
貰
し
て
は
元
首
に
該
常
す
る
と
地
位
の
説
明
が
あ
っ
た
。
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